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かなっている｡また,この方法には,熱平衡状態のみならず,クラスターの時間変化を記述す

るパス(path)変数を用いて体系の時間変化を調べる Path ProbabilityMethod(PPM)

があるC4),5)

しかしながら, PPMにおいては対近似以上の高次近似ではSOS条件の取 り扱いが困難で

あった｡われわれは,これを避けるためSOS条件を表

現する適当な補正項を導入することにより, PPMの特

徴を損なうことなく,より高次の近似でSOSモデルを

取 り扱 うことができることを見出した｡具体的には,≡

角近似によって成長速度の駆動力依存性を計算し,確か

に,対近似に比べ準安定領域が狭くなるという結果を得

た (図2)｡また,成長速度は周期的に変化することが

知られているが,これは対応するクラスター近似法から

求めた結晶の熱平衡状態における自由エネルギーが駆動

力によって構造を変えることと関連させて説明すること

ができた｡

図2. 成長速度 Rの駆動力 β』〟

依存性

実線が三角近似の結果である｡
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8･高圧下におけるCe(In卜 xSnx)3の高密度近藤効果

沼 田 徹

1)序論

Ce(Inl-∬Sn∬)3は∬の全範囲にわたってAuCu3型構造をとるo しかし,格子定数の∬

依存性を見た場合,o≦∬≦0.6では Vegard'slaw によくのっていたものが,∬≧0･6で
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は下側にズレを生じている(図1)oこのことはCe(In1-∬ Sn∬)3 の電気抵抗の温度変化が

0≦∬≦0.5では近藤効果による異常を示し, ∬≦ 0.6では価数揺動状態によく見られる振舞

いを示していることに対応している(図2)｡従ってこの系はSn濃度 ∬を変えることで高密

度近藤状態も,価数揺動状態も取 り得る興味深い系である｡

一般にCe化合物の物性はCe原子間距離に敏感であること

が経験的に知られており,Ce(In卜 ∬Sn∬)3 においても同様

のことが期待される｡

本研究ではこれら一連の物質に対し,高圧下における電気抵

抗,格子定数,その他を測定した｡

2)結果及び考察

各圧力におけるCeln3(〟-0)の電気抵抗の温度変
化を図3に示す｡近藤効果によると思われる抵抗異常は

14.4kbarでも観測された｡図4にフォノン散乱による

抵抗を差し引くことにより得られたp,nの logT依存性

を示すOどの圧力ででもp,n は100-300Kの広い温度

範囲で明らかに logr依存性を示している｡このことは

Celn3は少なくとも14･4kbarの圧力範囲では,未だ

高密度近藤状態にあることを示しているOまた p,n の極

大温度 Tnmaxは図5に示す様に圧力に対して上昇したo

このことは近藤温度 花 が圧力に対 して上昇 したことに

対応する｡近藤温度は次の様に表される｡
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TK= TFeXp(- 1/lJIp) (J<0)
TF はフェルミ温度,Jは S-f交換相互作用の強さ,pはフェルミ面の状態密度である｡し

たがって,圧力を加えることで 刷 pが増加すると仮定した時,上記式より, TK は上昇する｡

このことは先程のTmaxの上昇と定性的に一致する｡7n

Ce(Inl_xSnx)3(x=0,0･2,0･9)についてX線回折法によって得られた体積V/V.

の圧力変化を図6に示す｡圧力に対し体積は測定誤差範囲内で滑らかに減少し,相転移と思わ

れる体積のとびは観測されなかった｡

5 p(kbir) IO

図 5 図 6
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9･ Raman散乱によるNH4H2As04の相転移の研究

林 芳 昌

1 序 論

典型的な水素結合型強誘電体KH2I)04(KDP)と常誘電相で同じ結晶構造を有する反強誘

電体の研究として,NH4日2AsO4(ADA)内のAsO43-の内部振動スペクトルを相転移点
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